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宮古島市夢実現助成事業 

宮古島市児童生徒の人材育成及び教育指導者等の 

      資質の向上を図る。 

「宮古島市教育の日」に表彰された模範児童生徒・ 

      教育功労者を対象に、１人あたり３０万円を限度に 

      助成金を交付し、自ら「夢実現」のために、視察研 

      修の計画を立て、それを実施する。 

         (助成事業の対象者が児童生徒の場合、保護者１名を 

      助成事業の対象とする。) 

  （ ※１ ） 推薦依頼は毎年１０月頃になります。 

 （ ※2 ） 宮古島市教育の日は毎年２月頃に開催されます。 

 （ ※3 ） 視察・研修計画書の作成方法、また助成金交付申請の仕方等は 

     事業担当課へご相談ください。 

 【お問合せ】 教育委員会 教育総務課 管理係 ７７-４９４２ まで 

「宮古島市 教育の日」表彰審査委員会にて表彰者を選考・決定 

夢実現助成事業審査委員会にて、視察・研修計画書を審査・決定 

交付対象者は視察・研修計画書を作成し、助成金の交付を申請（ ※3 ）  

「宮古島市 教育の日」において、模範児童生徒として表彰 （ ※２ ）  

※翌年度の夢実現助成金交付対象者として内定 

各小・中学校、高校にて推薦する児童生徒を決定し、推薦調書を提出 

教育委員会より各小・中学校、高校へ推薦依頼 （ ※１ ）  

対象者へ助成金交付（限度額３０万円） 



 

 

 

 平成２５年度までに、１０名の方が夢実現助成事業を活用し、国内外で研修・視察を行ってきました。 

 小・中学生においては、アメリカで憧れのメジャーリーグ観戦をしたり、東京都内の有名大学で実際

に教授から講義を受けるなど、宮古島では出来ない体験を通して将来への夢を大きくふくらませて

います。 

 また、高校生においては進学や将来の夢がより現実的なものとなり、進学を希望する大学のオー

プンキャンパスに参加するなど、具体的な目標へ向けてこの事業を活用しています。 

 

 当事業の、特に有効な活用例として、目標とする大学を目指し、島外の専門の予備校へ通い見事

合格し「夢の実現」を果たした生徒もおります。 

 宮古島市の事業をとおして、あなたの夢を叶えませんか？ 

   氏  名 所属名（当時）        内    容 

狩俣 魁士
か い と

君（保護者１名） 砂川小学校 アメリカ シアトルへ大リーグ観戦 

渡久山 史佳
ふ み か

さん（保護者１名） 北中学校 看護大学の視察 

根間 優美
ゆ う み

さん（保護者１名） 宮古高等学校 剣道の道に進むため、武道館にて日本剣道選手権観戦 

前里 和洋さん 宮古総合実業
高等学校教諭 

教師としての資質向上のため、大学教授より指導を受
け、防災教育のため東北大震災被災地の宮城県訪問
や、技術向上のための会社訪問 

上地 力
つとむ

さん 
市学校支援地
域本部委員 

障害者に対する水泳指導法研修や水泳施設の視察 

伊志嶺 真理菜
ま り な

さん（保護者１名） 佐良浜小学校 視野拡大のため、大学講義受講・大学・博物館・美術館見
学 

伊志嶺 玄隆
げんりゅう

君（保護者１名） 北小学校 視野拡大のため、大学講義受講・大学・博物館・美術館見
学、また、父が僧侶であり寺院視察 

花城 怜音
れ お

君（保護者１名） 鏡原小学校 
実家の家業を継ぐために、仕入れの体験、サービス業の
接客を勉強                   
（中古車オークション会場・レンタカー会社） 

根間 すみれさん 宮古高等学校 
県立芸術大学進学のため、那覇造形美術学院の各講習
へ参加し、デッサン等を学び、また、同じ高校生の作品を
見て学んだ 

川上 勲さん 
市総合博物館
子供博物館 

講師 

郷土の植物自然の調査研究             
（宮古島・多良間島調査、日本植物生態学会参加） 

  寺院を視察する伊志嶺君  中古車オークション会場での  本拠地シアトルでシアトル  根間さんの数々のデッサン                                          

               花城君            マリナーズの試合を観戦！ 

    



 

 

 市民文化の向上を図り、あわせて心豊かな文化都市宮古島

市の創造の場とすることを目的に「創造する市民の文化～美しい自然・育

てあう街～」をテーマに掲げ、第９回宮古島市民総合文化祭(児童・生徒の部)の作品展

示会が10月25日(土)、26日(日)の2日間にわたって開催されました。 

 書道、美術、文芸、自由研究・工作４部門に合計3,510点の応募があり、子供達の力作やアイディ

ア溢れる作品に来場された皆さんはとても感心している様子でした。 

  

  

 「学び育てる 文化のまち みゃーく」をテーマに、11月8日(土)、9(日)に第10回宮古島市生涯

学習フェスティバルが開催されました。 

 今回は１日目に社会教育団体及び公民館団体の活動展示、2日目には舞台発表や様々な体

験が出来る各コーナーが集約され行われました。 

 会場には、参加者を含め約500名が来場し、ステージパフォーマンスやセグウェイ体験試乗

などに多くの親子連れが楽しんでいる様子が見られました。 

 また、今年の社会教育功労者表彰式では、誰もが手軽に楽しめる紙ヒコーキをとおして親子

のコミュニケーションを深め創意工夫し、考える力を育てることを目的に活動している「NPO宮

古活性化委員会」が表彰されました。 



 

 

 

ニパニ☆スクール パ 
市内小中学校で児童・生徒が元気に取り組んでいる様々なユニークな活動

や取組を紹介するコーナーです。今回は福嶺小学校です。 

        完成しました～♪♪ 

すいた紙を乾かすため天日干し。 

  
 破れないように慎重に・・・ 

 福嶺小学校では、全校生徒で宮古上布の原料となる苧麻を使って、苧麻紙作りに挑戦

しました。 

 これは、苧麻を材料にすることで郷土文化を学び、苧麻を育てること、苧麻紙を作るこ

となどの過程の中で、ひとりひとりが体験をとおして感じることを大事にしてもらいた

い。また、「自分の手作りの紙の卒業証書をもらうことは、子ども達にも貴重で素晴らしい

記念にもなる。」と考える池村康男校長のもと、琉球大学教育学部の仲間伸恵さんを講師

に招き実施されました。 

 子ども達は、講師の仲間さんから紙すきについて説明を受け、そのあと学年ごとに分

かれて紙すきに挑戦しました。 

 すき枠を上下左右にゆすりながら繊維をこしていく作業に子ども達は真剣な表情で

取り組んでいました。  

中庭に植えら

れた苧麻は順

調に成長中。 

 この取り組みは今後も続

いていくそうです。 

 すいた紙を乾燥用の

板に移します。 

この日のために校内

研修で紙すきを体験した

先生のアドバイスも受け

ながらユラユラ・・・ 

 まずは先生のお手本

をしっかり見て、順序を

覚えていきます。 

今度は学年ごとに分か

れて自分で挑戦です。

うまくできるかな～？  

上
手
く
出
来
た
ぞ 
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を
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連
載  

宮
古
島
市
役
所
平
良
庁
舎
の
西
側
に
、
住
屋

す

み

や

御
嶽
が
あ

り
ま
す
。 

 

学
問
の
神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
里
の
御
嶽
で
す
。 

こ
の
御
嶽
の
由
来
に
は
、
継
子

ま

ま

こ

い
じ
め
の
伝
承
が
残
さ
れ

て
い
る
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

む
か
し
、
根
間
と
い
う
と
こ
ろ
に
七
才
の
男
の
子
が
い

ま
し
た
。
母
親
が
早
く
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
継
母

ま
ま
は
は

が
育

て
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
継
母
が
と
て
も
心
根

こ
こ
ろ
ね

の
悪
い
人

で
、
こ
の
子
が
い
な
く
な
れ
ば
い
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

あ
る
日
の
こ
と
、
赤
豆
を
煮
て
い
る
と
、
男
の
子
が
そ

れ
を
欲
し
が
る
の
で
、
継
母
は
「
ビ
ュ
ウ
ガ
ッ
サ
（
ク
ワ

ズ
イ
モ
）
の
葉
で
包
ん
で
あ
げ
る
か
ら
、
住
屋
の
ア
ブ

（
洞
窟
）
の
そ
ば
に
生
え
て
い
る
の
を
取
っ
て
お
い

で
。
」
と
言
い
ま
し
た
。 

 

男
の
子
は
喜
ん
で
取
り
に
行
き
ま
す
が
、
足
を
滑
ら
せ

て
ア
ブ
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
運
良
く
、
途
中
に
生
え

て
い
た

葛
か
ず
ら

に
引
っ
か
か
り
、
「
助
け
て
、
助
け
て
。
」
と

七
日
七
晩
泣
き
通
し
ま
し
た
。
そ
の
泣
き
声
は
父
親
に
も

聞
こ
え
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
こ
の
父
親
も
大
変
心
根

の
悪
い
人
で
、
男
の
子
の
泣
き
声
が
う
る
さ
い
と
、
葛
を

切
っ
て
し
ま
い
、
男
の
子
は
奈
落

な

ら

く

の
底
へ
落
ち
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

 

そ
の
ア
ブ
の
底
は
、
「
根
入
り
や
あ
ろ
う
の
国
」
と
い

う
、
死
ん
だ
人
が
い
く
国
で
し
た
。
そ
こ
に
は
根
入
り
や

の
神
様
が
い
て
、
ま
だ
小
さ
な
子
ど
も
が
な
ぜ
こ
の
国
に

来
た
の
か
と
尋
ね
る
と
、
男
の
子
は
こ
れ
ま
で
の
事
情
を

話
し
ま
し
た
。
す
る
と
神
様
は
運
試
し
を
し
よ
う
と
考

え
、
「
向
こ
う
に
い
る
赤
牛
を
撫
で
て
お
い
で
。
お
前
が

心
根
の
良
い
子
ど
も
で
あ
れ
ば
懐 な

つ

く
だ
ろ
う
し
、
お
前
が

心
根
の
悪
い
子
ど
も
で
あ
れ
ば
そ
の
角
で
刺
さ
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。
」
と
言
い
ま
し
た
。 

 

男
の
子
が
お
そ
る
お
そ
る
赤
牛
に
近
づ
く
と
、
懐
い
た

様
子
で
男
の
子
を
ペ
ロ
ペ
ロ
と
舐
め
ま
し
た
。 

 
こ
れ
を
見
た
神
様
は
、
男
の
子
が
心
根
の
良
い
子
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
男
の
子
を
地
上
の
世
界
に
帰
し
て
あ
げ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

元
の
世
界
に
戻
っ
た
男
の
子
は
、
住
屋
山
へ
行
き
、

人
々
か
ら
「
根
入
り
や
下
り
あ
ら
う
踏
む
真
主

ま

ぬ

す

」
と
呼
ば

れ
る
神
様
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
言
い
伝
え
か

ら
、
こ
の
神
様
は
父
の
行
い
を

と
て
も
悲
し
み
、
全
て
の
男
を

呪
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
男

の
人
が
参
拝
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
祭
祀
の
お
供
え
物
は
男
子

に
は
与
え
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

住
屋

す

み

や

御
嶽 

「 

継
子

ま

ま

こ

い
じ
め
の
伝
承 

」 

【講座お申し込みについて】 

講座を受講するには、事前にFAXまたはハガキでの申し込みが必要です。受付は先着順とさせてい

ただきます。 

申込先：市教育委員会 申込期間：12月5日(金)まで。詳細についてのパンフレットは市教育委員会(城

辺庁舎内)、平良庁舎総合案内カウンターにて配布中。 

 空手、琉球舞踊、声楽、器楽、三線、沖縄文化、沖縄の笛、版画、 

 彫刻、七輪陶芸、縄遊び、紅型、粘土アニメ、ピアノ 

 １２/23 空手道演武(16:15～) 場所：佐良浜小学校 
        洋楽コンサート～(16:30～) 場所：佐良浜小学校 
 12/24 琉球芸能公演(18:30～) 場所：伊良部公民館 

【お問合せ】 沖縄県立芸術大学 附属研究所 TEL098-882-5040 
          市教育委員会(学校教育課) TEL77-4944 FAX77-4957 
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 去った１１月８日、市内ホテルにおいて、第26回沖縄県広告美術コンクールが開催されました。 

 本コンクールは沖縄県広告美術協同組合の主催により、「技術の向上意欲を高め、業界における技

術推進の向上」と「地域社会の活性化に寄与し、業界に対する社会的評価の高揚」を目的に毎年開催

され、今年で26回になります。 

 今年度は、宮古地区市町村教育委員協議会からのテーマ提案により宮古開催になりました。テー

マは「教育の島、宮古！」（オール宮古で教育推進）です。教育熱の高い我ら地域を誇りとし、社会変

化に伴う様々な教育課題を決して学校任せにすることなく、家庭・地域すべての関係者が「オール宮

古」の意識を持って教育活動の実現を目指すことを趣旨とするものです。 

 県広告美術協同組合の会員の皆様により、すばらしい作品が集まり、第４７回県へき地教育研究大

会や宮古産業まつりの会場で披露されました。 

 「教育の島、宮古！」への熱い思いが描かれた作品は、これから各学校及び公共施設に展示される

予定です。 

 宮古地域の子ども達の教育のため、学校・家庭・地域の一層の連携、協働の旗印となることと期待

しています。 

第14期後期研究教員 大庭優子 教諭 

「語彙力を高める学習指導の工夫」を研究主題と

し、国語の授業をとおして、子ども達が主体的に楽

しく学べるような学習指導法を研究していきたいと思いま

す。 半年間で様々なことを学び、子ども達や学校現場に

還元出来るようにがんばります。 

 10月１日（水）に、平成26年度後期（第14期）研究教員入所式が行われました。 

 研究教員は、自分の授業や子ども達の課題をもとに、自らのテーマを決めて研究を行い、その研究を通して教員としての

指導力及び人間力を高めていくこと等を目的とし、市内の小中学校教諭から２人を選任し、前期及び後期にわたり研究を行っ

ていきます。 

第14期後期研究教員 砂川恵 教諭 

研究主題を「道徳的価値の自覚を深める授業展開の

工夫」とし、協働的な学習をベースに、道徳的価値の

深まりについて焦点をあてて研究を進めていきたいと考えて

います。半年間をとおして、理論研究及び授業研究を重ね、生

徒のより良い道徳的価値の育成に繋げられるよう研究課題に

取り組んでいきたいと思います。 

市民スポーツ課では、10月13日（月）の体育の日に「体育の日を通じて市民の健康保持増進や体

力の向上を図ること」を目的に「Do体力づくり-あなたの体力いくつですか？-」を開催しまし

た。 

 同イベントでは、ラジオ体操講習会が台風１９号の影響で講師が来島できず中止となりました

が、時間を繰り上げて行った体力テストでは、子どもから大人まで幅広い年齢層の市民が参加し

て心地よい汗を流しました。 

 平良図書館北分館では10月から１１月にかけて、平成26年度「郷土の歴史と

文化」講座を開きました。今年度は装いも新たに民謡や地域の文化活動など

について知る・考える講座を設けました。 

 今回の講座は全6回。実際に発掘された出土物を手にしたり、生の民謡演

奏を聴き、歌詞の意味を知り、民謡の世界を手作り紙芝居で楽しんだりと、受講者が肌で郷土を感じる講座となりました。 

 10月18日には「ライブラリー・ライブ」第２弾として、フランス人で宮古の方言を研究する京都大学

院生のケナン・セリックさんを講師に迎え「パリジャン、畑(ぱり)へ行く」と題してライブトークも行い

ました。 

 セリックさんは自らの日本語や方言習得までの道のりや、下地の皆愛方言で民話「酒田川の由来」

を語り、会場に詰めかけた皆さんも熱心に聞き入っていました。 



 

 

 

 日頃、口に出せない思いや伝えたいことなどを、葉仕様のメッセージカードに託し、一本の木にして展示

しよういうと試みを「レターツリー」と名付け、平良図書館内で実施しました。 

 皆様のさまざまな“オ･モ･イ”が結実した一本の木は、友だちへの気持ち、亡くなった両親への思慕な

ど、愛情という連鎖を繋ぐかのように次第に大きくなり、すべての来館者と共有でき

ました。 

 皆さまのよりどころとして、図書館利用の新たな１ページが拓くのを感じました。 

 初の試みでしたが、好評を頂き安堵いたしております。ご協力ありがとうございま

した。 

H２6.11.20現在 

冬季小学生バレーボール大会 

第37回団体戦バドミントン大会 

第32回池村杯卓球大会 

共和産業旗壮年バレー大会 

りゅうぎんカップ沖縄県小学生バレー大会 

第6回新春レディースバドミントン大会 

中体連春季大会卓球競技 

第38回ライカム杯混合ダブルスバド大会 

中体連春季大会バスケットボール競技 

第98回総合卓球大会 

 12/6(土)・7(日)  

 12/13(土) 

 12/14(日) 

 12/21(日) 

 12/26(金)～28(日) 

 １/4(日) 

 １/10(土) 

 1/11(日) 

 1/17(土)・18(日) 

 1/25(日) 

全宮古駅伝大会/全宮古女子駅伝大会 

全宮古職域駅伝大会 

Jrサッカー（Uｰ11）8人制大会 

中体連春季大会サッカー競技 

第33回全宮古小学校駅伝大会 

施設使用の詳細は、市民スポーツ課までお問い合わせ下さい 

     市民スポーツ課 ☎７３－４４６９ （月曜休み） 

 

 子育てや学校生活で悩んでいませんか？ 

教育研究所では、学校や家庭で悩みがある児童・生徒、その保

護者、または学校職員や教育関係者の相談・支援をいたします。 

 教 育 相 談 室      ７７ー４９５５    

※相談等で話したことが、外部にもれることはありません。 

※来所相談・訪問相談も可能です。（要連絡） 

【受 付】 月～金曜日（祝祭日除く）午前８時30分～午後4時30分 

【所在地】 下地字上地472ｰ39 下地庁舎内 

 第６回教育委員会(8月26日)、第5回臨時会(10月9日)、第7回定例会(10月28日)が

開催されました。 

 第6回定例会では、学校給食共同調理場の現状、平成27年4月1日施行の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を

改正する法律等の概要説明がありました。 

 第7回定例会では、市立学校給食共同調理場管理規則の一部を改正する規則、平成25年度教育事務事業点検評価報告書につ

いて審議され、原案どおり可決となりました。 

 また８月に開催された学校区編成(案)説明会での意見交換の概要が説明されました。 

 第5回臨時会では、伊良部地区小中一貫校の建設予定地としていたカントリーパークについての説明があり、市建設部、沖縄県

担当部局との協議の結果、同予定地での建設の見通しが立たず、今後の調整にも時間を要するとの見解から、新たな候補地も視

野に入れながら議論を進めていくことになりました。 

 

                  

 12/14(日) 

 12/21(日) 

 1/10(土)・11(日) 

 1/17(土)・18(日) 

 １/24(土) 

○第９回宮古島市民総合文化祭表彰式 

 12月6日(土)/市中央公民館大ホール 

○第10回アジアファイバーアート展 

 in沖縄宮古島 

 12月11日(木)～24(水)/市総合博物館 

○平成27年宮古島市成人式 

 １月5日(月)/マティダ市民劇場 

○子ども劇団オリジナル第2回公演 

 １月25日(日)/マティダ市民劇場 

対象 : 平成６年（1994年）４月２日から 

   平成7年（1995年）４月１日に生まれた方。  

    ○就学や就職等で市以外に居住されてい 

          る本市出身の方。 

    ○宮古島市に住民登録されている方。 

    ※ご案内の通知はいたしません。 

日時 : 平成27年1月5日（月） 開場13:30 式典14:00 

会場 : 会場は地区別となります（右表参照） 

 晴れて成人の仲間入りをする若者たちの輝かしい出発の角出を祝福し激

励することを趣旨とし、下記のとおり「平成27年成人式」を開催します。  

地区名 会  場    問 合 せ 先 

平良地区 マティダ市民劇場 生涯学習振興課 77ｰ4946 

城辺地区 城辺公民館（改善センター） 城辺支所 77-4905 

下地地区 下地農村環境改善センター 下地支所 76-6001 

上野地区 上野公民館（改善センター） 上野支所 76-6821 

伊良部地区 伊良部公民館 伊良部分室 78-6254 

 

 


